
      令和６年度 事業報告について 
 

 

１ 税知識の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業 

（１）租税教育活動事業 

① 県下各法人会の青年部会及び女性部会においては、大分県租税教育推進協議会

からの依頼により、小学校高学年を中心に「租税教育活動」を実施した。 

② 「大分県 青年の集い・別府大会(９月２日開催)」において、「租税教育プレゼ

ンテーション」(コンペ)を実施した。 

県代表には「佐伯法人会」が選出され、「南九連青年の集い・鹿児島大会(令和

７年２月７日開催)」において事例発表を行った。 

（２）税に関する絵はがきコンクール事業 

県下各法人会の女性部会主管による「税に関する絵はがきコンクール」を実施し、

単位会の実情に応じて表彰式等を行っている。 

県女連協では、各単位会から提出された優秀作品について慎重審査を行った上で、

別府法人会提出作品を最優秀に選定し、大分県代表として南九連の審査会に提出し

た。 

     ◎ 税に関する絵はがきコンクールの実施 

参加学校数 出品点数 

(98)  １１３校 (3,065)      ３，１８６点 

（３）税に関する研修活動事業 

コロナ禍もほぼ終息し、集合型・対面式の研修も徐々に復活するとともに、オン

ライン研修も継続するなど、県内各単位会それぞれの特色を生かした取組のもと、

会員はもとより、一般の企業、市民をも対象にした税知識の普及啓発に努めた。 

     ◎ 税法・税務研修の実施 

実施回数 参加人員 

(97)  ８３回 (3,411) ６，１０６名 

（４）税に関する広報事業 

各種の広報媒体やマスメディア等を利用し、税を考える週間や確定申告期等にお

いて、電子申告・電子納税の普及・拡大に資するＰＲ活動や定額減税実施に係る源

泉徴収説明会、その他各種税制改正に関する周知・広報を実施した。 

他の主な活動は次のとおり。 

① 各地域における各種行事・イベント等において、「街頭広報」や「税金クイズ」

等の各種施策の実施 

② 県北地域を聴取エリアとする「ノースＦＭ」を活用した施策実施 

③ 県連統一広報として、税を考える週間にあたり、全法連作成の広報媒体による

令和 7 年度税制改正に対する主な提言事項などを１１月１０日の大分合同新聞

に掲載し、法人会の取組みを紹介した。 



（５）税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 

   「税制改正のアンケート」に基づく意見及び税制委員会での意見等を取りまとめ

全法連へ提言した。 

   全法連で作成した「令和５年度 税制改正に関する提言」に基づき、下表のとお

り地元選出の国会議員、県・市町村の首長・議長等に対し、要望活動を実施した。 

   ① 国会議員に対する要望活動 

実施 

法人会数 
要望先議員数 要望方法 

６ 
衆議院 参議院 本人 秘書・郵送等 

４ ２ ０ ８ 

     ② 地方自治体に対する要望活動 

実施 

法人会数 
県関係 市町村長 市町村議長 

９ 
知事 県議会 本人 その他 本人 その他 

１ １ ８ ８ ６ ５ 

 

２ 地域企業の健全な発展と地域社会への貢献を目的とする事業 

地域企業・地域の発展のために、各種事業・研修を積極的に実施した。 

    ◎ 経営・経済・金融研修の実施 

実施回数 参加人員 

(12)  １３回 (392)  ６２８名 

 

３ 法人会の活動を支援することを目的とする事業 

法人会の組織基盤の強化・維持を図るため、非会員も対象にした公開講演会・法  

人会の知名度向上等の各種施策を実施した。 

    

４ 法人会の福利厚生制度の向上に資することを目的とする事業 

法人会の福利厚生制度の充実と財政基盤のより一層の強化を図るため、協力３社と

の連携・協調に努めながら、更なる福利厚生制度の推進に取り組み、大型保障１００．

１％、ビジネスガード１１０．５％、がん医療９８．５％、３社合計１０２．７％と、

全国でも８番目の好成績を残した。 

    ◎ 令和６年度収入保険料の状況（県連）           （単位：千円） 

Ｒ６年度収入保険料 Ｒ５年度収入保険料 対前年増減額 対前年進展率 

(3,593,190) 

3,688,988 
(3,486,406) 

3,593,190 
(106,784) 

95,798 
(103.1%) 

102.7％ 

 

   なお、「保険料収入推進」では、３社合計で対前年比 103%以上の３単位会(佐伯・日田玖珠・別府)

は、全法連の福利厚生制度推進表彰(副賞 20万)の該当となっている。 

 


